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○ 国 等 に よ る 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等

に 関 す る 法 律  

（ 平 成 二 十 四 年 六 月 二 十 七 日 ）  

（ 法 律 第 五 十 号 ）  

国 等 に よ る 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に 関 す

る 法 律 を こ こ に 公 布 す る 。  

国 等 に よ る 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に

関 す る 法 律  

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 法 律 は 、 国 、 独 立 行 政 法 人 等 、 地 方 公 共 団 体 及 び 地 方

独 立 行 政 法 人 に よ る 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 及 び 役 務 の 調 達

の 推 進 等 に 関 し 、 国 等 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 基 本 方 針

及 び 調 達 方 針 の 策 定 そ の 他 障 害 者 就 労 施 設 等 の 受 注 の 機 会 を 確 保

す る た め に 必 要 な 事 項 等 を 定 め る こ と に よ り 、 障 害 者 就 労 施 設 等

が 供 給 す る 物 品 及 び 役 務 に 対 す る 需 要 の 増 進 等 を 図 り 、 も っ て 障

害 者 就 労 施 設 で 就 労 す る 障 害 者 、 在 宅 就 業 障 害 者 等 の 自 立 の 促 進

に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 法 律 に お い て 「 障 害 者 」 と は 、 障 害 者 基 本 法 （ 昭 和 四

十 五 年 法 律 第 八 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 障 害 者 を い う 。  

２  こ の 法 律 に お い て 「 障 害 者 就 労 施 設 」 と は 、 次 に 掲 げ る 施 設 を

い う 。  

一  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法

律 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 に 規 定 す る

障 害 者 支 援 施 設 、 同 条 第 二 十 五 項 に 規 定 す る 地 域 活 動 支 援 セ ン

タ ー 又 は 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 （ 同 条 第

七 項 に 規 定 す る 生 活 介 護 、 同 条 第 十 三 項 に 規 定 す る 就 労 移 行 支

援 又 は 同 条 第 十 四 項 に 規 定 す る 就 労 継 続 支 援 を 行 う 事 業 に 限

る 。 ） を 行 う 施 設  

二  障 害 者 の 地 域 に お け る 作 業 活 動 の 場 と し て 障 害 者 基 本 法 第 十
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八 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 必 要 な 費 用 の 助 成 を 受 け て い る 施 設  

三  障 害 者 の 雇 用 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百

二 十 三 号 ） 第 二 条 第 三 号 に 規 定 す る 重 度 身 体 障 害 者 、 同 条 第 四

号 に 規 定 す る 知 的 障 害 者 又 は 同 法 第 六 十 九 条 に 規 定 す る 精 神 障

害 者 で あ っ て 同 法 第 四 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 労 働 者 で あ る も

の を 多 数 雇 用 す る 事 業 所 と し て 政 令 で 定 め る も の  

３  こ の 法 律 に お い て 「 在 宅 就 業 障 害 者 」 と は 、 障 害 者 の 雇 用 の 促

進 等 に 関 す る 法 律 第 七 十 四 条 の 二 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 在 宅 就

業 障 害 者 を い う 。  

４  こ の 法 律 に お い て「 障 害 者 就 労 施 設 等 」と は 、障 害 者 就 労 施 設 、

在 宅 就 業 障 害 者 及 び 障 害 者 の 雇 用 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 第 七 十 四

条 の 三 第 一 項 に 規 定 す る 在 宅 就 業 支 援 団 体 を い う 。  

５  こ の 法 律 に お い て 「 独 立 行 政 法 人 等 」 と は 、 独 立 行 政 法 人 （ 独

立 行 政 法 人 通 則 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 百 三 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規

定 す る 独 立 行 政 法 人 を い う 。 ） 又 は 特 殊 法 人 （ 法 律 に よ り 直 接 に

設 立 さ れ た 法 人 又 は 特 別 の 法 律 に よ り 特 別 の 設 立 行 為 を も っ て 設

立 さ れ た 法 人 で あ っ て 、 総 務 省 設 置 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 九 十 一

号 ）第 四 条 第 十 五 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け る も の を い う 。以 下 同 じ 。）

の う ち 、 そ の 資 本 金 の 全 部 若 し く は 大 部 分 が 国 か ら の 出 資 に よ る

法 人 又 は そ の 事 業 の 運 営 の た め に 必 要 な 経 費 の 主 た る 財 源 を 国 か

ら の 交 付 金 若 し く は 補 助 金 に よ っ て 得 て い る 法 人 で あ っ て 、 政 令

で 定 め る も の を い う 。  

６  こ の 法 律 に お い て 「 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と は 、 地 方 独 立 行 政 法

人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 方

独 立 行 政 法 人 を い う 。  

７  こ の 法 律 に お い て 「 各 省 各 庁 の 長 」 と は 、 財 政 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 三 十 四 号 ） 第 二 十 条 第 二 項 に 規 定 す る 各 省 各 庁 の 長 を い

う 。  

（ 国 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 責 務 ）  

第 三 条  国 及 び 独 立 行 政 法 人 等 は 、 物 品 及 び 役 務 （ 以 下 「 物 品 等 」
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と い う 。 ） の 調 達 に 当 た っ て は 、 障 害 者 就 労 施 設 等 の 受 注 の 機 会

の 増 大 を 図 る た め 、 予 算 の 適 正 な 使 用 に 留 意 し つ つ 、 優 先 的 に 障

害 者 就 労 施 設 等 か ら 物 品 等 を 調 達 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

（ 地 方 公 共 団 体 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 の 責 務 ）  

第 四 条  地 方 公 共 団 体 は 、 そ の 区 域 の 障 害 者 就 労 施 設 に お け る 障 害

者 の 就 労 又 は 在 宅 就 業 障 害 者 の 就 業 の 実 態 に 応 じ て 、 障 害 者 就 労

施 設 等 の 受 注 の 機 会 の 増 大 を 図 る た め の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な

け れ ば な ら な い 。  

２  地 方 独 立 行 政 法 人 は 、 当 該 地 方 独 立 行 政 法 人 の 事 務 及 び 事 業 に

関 し 、 障 害 者 就 労 施 設 等 の 受 注 の 機 会 の 増 大 を 図 る た め の 措 置 を

講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 基 本 方

針 ）  

第 五 条  国 は 、 国 及 び 独 立 行 政 法 人 等 に お け る 障 害 者 就 労 施 設 等 か

ら の 物 品 等 の 調 達 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 障 害 者 就

労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 基 本 方 針 （ 以 下 「 基

本 方 針 」 と い う 。 ） を 定 め な け れ ば な ら な い 。  

２  基 本 方 針 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

一  国 及 び 独 立 行 政 法 人 等 に よ る 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等

の 調 達 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 方 向  

二  優 先 的 に 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら 調 達 す べ き 物 品 等 の 種 類 そ の

他 の 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 基 本

的 事 項  

三  障 害 者 就 労 施 設 等 に 対 す る 国 及 び 独 立 行 政 法 人 等 に よ る 物 品

等 の 調 達 に 関 す る 情 報 の 提 供 に 関 す る 基 本 的 事 項  

四  そ の 他 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る

重 要 事 項  

３  厚 生 労 働 大 臣 は 、 あ ら か じ め 各 省 各 庁 の 長 等 （ 国 に あ っ て は 各

省 各 庁 の 長 、 独 立 行 政 法 人 等 に あ っ て は そ の 主 務 大 臣 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） と 協 議 し て 基 本 方 針 の 案 を 作 成 し 、 閣 議 の 決 定 を 求 め
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な け れ ば な ら な い 。  

４  厚 生 労 働 大 臣 は 、前 項 の 閣 議 の 決 定 が あ っ た と き は 、遅 滞 な く 、

基 本 方 針 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 二 項 の 規 定 は 、 基 本 方 針 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 障 害 者 就 労 施 設 等 が 供 給 す る 物 品 等 の 調 達 方 針 ）  

第 六 条  各 省 各 庁 の 長 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 長 （ 当 該 独 立 行 政 法 人

等 が 特 殊 法 人 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 代 表 者 。 以 下 同 じ 。 ）

は 、 毎 年 度 、 基 本 方 針 に 即 し て 、 物 品 等 の 調 達 に 関 し 、 当 該 年 度

の 予 算 及 び 事 務 又 は 事 業 の 予 定 等 を 勘 案 し て 、 障 害 者 就 労 施 設 等

か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 を 図 る た め の 方 針 を 作 成 し な け れ ば な

ら な い 。  

２  前 項 の 方 針 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

一  当 該 年 度 に お け る 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 目

標  

二  そ の 他 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る

事 項  

３  各 省 各 庁 の 長 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 長 は 、 第 一 項 の 方 針 を 作 成

し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

４  各 省 各 庁 の 長 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 長 は 、 第 一 項 の 方 針 に 基 づ

き 、 当 該 年 度 に お け る 物 品 等 の 調 達 を 行 う も の と す る 。  

（ 調 達 実 績 の 概 要 の 公 表 等 ）  

第 七 条  各 省 各 庁 の 長 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 長 は 、 毎 会 計 年 度 又 は

毎 事 業 年 度 の 終 了 後 、 遅 滞 な く 、 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等

の 調 達 の 実 績 の 概 要 を 取 り ま と め 、 公 表 す る と と も に 、 厚 生 労 働

大 臣 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 厚 生 労 働 大 臣 へ の 通 知 は 、 独 立 行 政 法 人 等 の

長 に あ っ て は 、 当 該 独 立 行 政 法 人 等 の 主 務 大 臣 を 通 じ て 行 う も の

と す る 。  

（ 厚 生 労 働 大 臣 及 び 内 閣 総 理 大 臣 の 要 請 ）  

第 八 条  厚 生 労 働 大 臣 及 び 内 閣 総 理 大 臣 は 、各 省 各 庁 の 長 等 に 対 し 、
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障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 を 図 る た め 特 に 必 要

が あ る と 認 め ら れ る 措 置 を と る べ き こ と を 要 請 す る こ と が で き る 。 

（ 地 方 公 共 団 体 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 に よ る 障 害 者 就 労 施 設 等 か

ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 ）  

第 九 条  都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 は 、 毎 年 度 、 物 品

等 の 調 達 に 関 し 、 当 該 都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 の

当 該 年 度 の 予 算 及 び 事 務 又 は 事 業 の 予 定 等 を 勘 案 し て 、 障 害 者 就

労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 を 図 る た め の 方 針 を 作 成 し な

け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 方 針 は 、 都 道 府 県 及 び 市 町 村 に あ っ て は 当 該 都 道 府 県 及

び 市 町 村 の 区 域 の 障 害 者 就 労 施 設 に お け る 障 害 者 の 就 労 又 は 在 宅

就 業 障 害 者 の 就 業 の 実 態 に 応 じ て 、 地 方 独 立 行 政 法 人 に あ っ て は

当 該 地 方 独 立 行 政 法 人 の 事 務 及 び 事 業 に 応 じ て 、 当 該 年 度 に 調 達

を 推 進 す る 障 害 者 就 労 施 設 等 が 供 給 す る 物 品 等 及 び そ の 調 達 の 目

標 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

３  都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 は 、 第 一 項 の 方 針 を 作

成 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

４  都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 は 、 第 一 項 の 方 針 に 基

づ き 、 当 該 年 度 に お け る 物 品 等 の 調 達 を 行 う も の と す る 。  

５  都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 は 、 毎 会 計 年 度 又 は 毎

事 業 年 度 の 終 了 後 、 遅 滞 な く 、 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の

調 達 の 実 績 の 概 要 を 取 り ま と め 、 公 表 す る も の と す る 。  

（ 公 契 約 に お け る 障 害 者 の 就 業 を 促 進 す る た め の 措 置 等 ）  

第 十 条  国 及 び 独 立 行 政 法 人 等 は 、 国 又 は 独 立 行 政 法 人 等 を 当 事 者

の 一 方 と す る 契 約 で 国 又 は 独 立 行 政 法 人 等 以 外 の 者 の す る 工 事 の

完 成 若 し く は 作 業 そ の 他 の 役 務 の 給 付 又 は 物 品 の 納 入 に 対 し 国 又

は 独 立 行 政 法 人 等 が 対 価 の 支 払 を す べ き も の （ 以 下 「 公 契 約 」 と

い う 。 ） に つ い て 、 競 争 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 を 定 め る に 当

た っ て 障 害 者 の 雇 用 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 第 四 十 三 条 第 一 項 の 規

定 に 違 反 し て い な い こ と 又 は 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら 相 当 程 度 の 物
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品 等 を 調 達 し て い る こ と に 配 慮 す る 等 障 害 者 の 就 業 を 促 進 す る た

め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

２  都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 は 、 前 項 の 規 定 に 基 づ

く 国 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 措 置 に 準 じ て 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う

努 め る も の と す る 。  

（ 障 害 者 就 労 施 設 等 が 供 給 す る 物 品 等 に 関 す る 情 報 の 提 供 等 ）  

第 十 一 条  障 害 者 就 労 施 設 等 は 、 単 独 で 又 は 相 互 に 連 携 し て 若 し く

は 共 同 し て 、 そ の 供 給 す る 物 品 等 の 購 入 者 等 に 対 し 、 当 該 物 品 等

に 関 す る 情 報 を 提 供 す る よ う 努 め る と と も に 、 当 該 物 品 等 の 質 の

向 上 及 び 供 給 の 円 滑 化 に 努 め る も の と す る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

第 一 条  こ の 法 律 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 検 討 ）  

第 二 条  政 府 は 、 障 害 者 就 労 施 設 等 の 受 注 の 機 会 の 増 大 を 図 る 観 点

か ら 、 障 害 者 就 労 施 設 等 の 自 主 性 を 尊 重 し つ つ 適 切 な 物 品 の 生 産

及 び 物 品 等 の 質 の 確 保 に 関 す る 技 術 的 支 援 及 び 訓 練 を 行 い 、 並 び

に 障 害 者 就 労 施 設 等 が 供 給 す る 物 品 等 の 購 入 者 等 に 対 し 必 要 な 情

報 の 提 供 を 行 う 体 制 の 在 り 方 に つ い て 、 三 年 以 内 に 検 討 を 加 え 、

そ の 結 果 に 基 づ い て 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

２  政 府 は 、 公 契 約 の 落 札 者 を 決 定 す る に 当 た っ て そ の 入 札 者 が 障

害 者 の 雇 用 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 第 四 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反

し て い な い こ と 、 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら 相 当 程 度 の 物 品 等 を 調 達

し て い る こ と 等 を 総 合 的 に 評 価 す る 方 式 を 導 入 す る こ と に つ い て 、

三 年 以 内 に 検 討 を 加 え 、 そ の 結 果 に 基 づ い て 必 要 な 措 置 を 講 ず る

も の と す る 。  

（ 税 制 上 の 措 置 ）  

第 三 条  国 は 、 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） で

定 め る と こ ろ に よ り 、 障 害 者 就 労 施 設 等 が 供 給 す る 物 品 等 に 対 す

る 需 要 の 増 進 を 図 る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  
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（ 経 過 措 置 ）  

第 四 条  平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 二 条 第 二 項

第 一 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中 「 第 五 条 第 十 一 項 」 と あ

る の は「 第 五 条 第 十 二 項 」と 、「 同 条 第 二 十 五 項 」と あ る の は「 同

条 第 二 十 六 項 」と 、「 同 条 第 十 三 項 」と あ る の は「 同 条 第 十 四 項 」

と 、 「 同 条 第 十 四 項 」 と あ る の は 「 同 条 第 十 五 項 」 と す る 。  

 


